
第置勲亘鴇購1　（第　17　－ek） （昭和12年）置月號

　　　　　　　　　大阪のプラネタリウム

　　　　　　　　　　　山　本　　一　清

　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　大阪市電氣局のプラネタリウム設備が完成した．正に東洋最初のものであ

り，吾等が永く待望してみたものであって，天文學の教育上，ならびに普及

上，之れは一大劃期的のものといふべきである・

　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　‘‘Planetarium”といふ名は可なり古いものであって，第17世紀の頃，既に

欧洲の學術界で用ゐられてるた．此の器械の目的は，天馬の蓮行を表はすの

である．しかし，昔から，天艦の濯行として認められてみる

　　　1．日周運行　Diurnal　Motion

　　2．年周運行Annua1　Motion

　　　3．歳差運行　Pfecessional　Motion

　　4．遊星運：行Planetary　Motion

の4種類のうち，日周と，年周と，歳差の運行は，皆，恒星界共通の運行で

あるため，之れは一癒“天球”そのものの蓮動だといふ風に考へれば，極

めて簡輩に説明することも出來，疑れを模型に作ることも容易である．只，

遊星斜行だけは，個々の天膿の蓮行法則が非常に複雑で，最も深刻な問題を

謡扇に投げかけたものであったから，およそ，天文學上の（或は，天文虚者

の），問題らしい問題とV・ふのは，つまり遊星運行の問題であった．此の如き

傳統が永く學俗界には在るのであって，穿って，天文學を研究し，教育し，

普及する揚合の主眼は，やはの遊星運行の解説にあったのである・

　“プラネタリウム”は上の如き學術上の要求によって生れたものであっ



172 大阪のプラネタリウム 天界191

て，其の目的は天禮の運行を模倣する器械たるにあるが，しかし，要するに，

多くの天門中の，‘‘遊星”の朝州を表はすのが主であった．そして，其の飴

技として，日凋蓮行や年周運行の解説が考慮せられる有様であった・

　小下校や中門校あたりで，太陽を中心として地球や月の蓮動を表はす模型

として“三球儀”といふものがある．之れ番，やはり，プラネタリウムの一

種と考へて好い．山口門柳井町の朝枝老人が10数年を費して作られた精密三

球儀（天界第155號）は，今は花山天丈蔓に保管されてあるが，之れもプラネタ

リウムの一種であること，言ふまでもない．又，天界第151號に紹介した通

り，備後下山城主阿部公の誠之館に保有された品物の中にある遊星儀も60年

前のプラネタリウムである．尚ほ，激年前，東京支部長五藤三三氏が考案作

製された遊星子持模型竜，天界第ユ34號に紹介した通bで，現代的なプラネ

タリウムである．一般の時計も亦太陽の運行を模してみる黒占に於いて一種の

プラネタリウムである．

　“プラネタリウム”といふ名が，近年になって普及し友のは，下に述べる

三下ツァイス丁丁のものが旧く世間に知れわたるに至った結果であるが，し

かし，決して，あのツァイス式のものだけをプラネタリウムと呼んではなら

ない・嚴密に言へば，三門式のものや，其の他，各地に以前からあるものは

“機械的プラネタリウム”Mechanical　Planetariumであるし，之れに回して，

ツァ6ス會耐のものは“光三下プラネタリウム”Op亡ical　Planetariumと呼

ぶべきものである．

　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　今鳳わざk々ドイツ國から大阪へやって來たランゲ技師の言ふ所による

と，ツァイス二三が今のプラネタリウムを完成するに，至るまでに可なり永

V・準備時代があったらしい．

　まつ，ドイツでプラネタリウムの近代的なものを作ろうと思ひついた最初

は，バイエルン國ミュンヘン市の“ドイツ博物館”Deutsches　Museumの館

長Oskar　von　M益11er博士で，初め，トレミ1式の宇宙と，コペルニク式の宇

宙とを表はすために，二つのものを作った．トレミ1式とv・ふのは，直径5米

の透明ガラス球を作り，之れを天球として，いろ々々の天鐙を表はしたもの
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である．又コペルニク式のものは，太陽を始め，多くの遊星などの形をした

球形を，大きい室の天井から吊り下げ，料れ等が軌道に滑って運動するやう

にし，観覧者は地球の軌道に立って，他の遊星を見るやうにした．此等のも

のは1908年頃に考案せられ，1913年頃，ツァイス會肚が其の製作を命ぜられ

たものである・しかし，此等のプラネタリウムは，何れも多人激に一時に観

覧せしめることが出來す，只，わっか数入にのみ見せ得る仕掛けであるのが

歓呼であった・そこで，1920年頃になって，ツァイス會耐の技師Bauersfeld

博士が，上蓮の如き機械的プラネタリウムの構造から脱営し，幻燈映篇装置

を懸用して，こ」に初めて“光町的プラネタリウム”の考案をするに至っ

た．そして，1925年5月に初めて，此の裾野的のものを完成し，イェナ市と，

ミュンヘン市とに理れを装置するに至ったのである．しかし，此の初期の光

學的プラネタリウムは，只，甲唄球の地で見える室の現象を表はすのみであ

ったので，1926年に至り，更に大改良を加へて，全天球の運行を完全に表は

し得るものに：することとなった．

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　思へば，自分は此のプラネタリウムと　to＄．ものと，可なりの因縁があるや

うに思はれる．尤も，1919年の頃，京都帝大の天文學教室で，圖らすも山導

縣から上洛した朝枝老人の三球儀のことまで遡る必要はなv・が，それにして

も，1921年頃，（天界第7號）大阪の市民博物館長の委囑を受けて，日本最初

の｛c天文展覧會”のために，直径5米の天球を作り，又同時に，天井から吊

り下げた直径20米の太陽系大模型を作ったことは，ちょうど同じ頃，ドイツ

に於V・てフォン・ミュラ1博士のトレミー式とコペルニク式の宇宙模型に匹

敵するものである．一一此所までは，言はL“，日戸並行してみたわけである

が，只，惜しいことに，我が日本には，バワ1スフェルト博士に相當する學

者と，ツァイス下等のやうに獲達した光學器械製作所が無かつkため，途に

一歩先んじられて了つた形になったのである．

　しかし，幸にして1926年頃，自分は一外型雑誌によって，バワ1スフェル

ト博士考案の光即下プラネタリウムのことを知るに及んで，此の聴罪の重大

性を思ひ，V・ち早く其の要領を天界第74號に紹介した．それからは絶えず此
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のツァイス式のプラネタリウムの磯展と進歩とに注意を怠らす，なるべく忠

臣に之れをし天界「誌上に紹介しつY“けて來た．

　1933年には，再渡米の機を以って，シカゴの湖岸にあるアドラ1氏記念の

プラネタリウムを見た．之れが，自分としては，光學的プラネタリウムを見

た最初であるが，機械構造を可なり詳細に知ってみたに拘らす，親しくフォ

クス館長に見せて貰った此の全装置と，其の印象は深いものであった。

　又，京都帝大には，1929年花山天文憂創立後，直径9米のド1ムが教室の

方にガラン堂となったま玉使用されてるなV・ので，之れをプラネタリウムの

ド1ムに流用したいと思ひ，多少奔走したこともあるのだが，何を言っても

幾萬圓といふ資金が容易に得られないので，實現には至らなかったのであ

る，其の後，支那の南京にも之れが新設されるらしV・とV・ふ噂が聞こえて來

て，“我が國よりも一足先きへ越されたか！”と思ひ，残念がつたこともあ

る．一一しかし之れは，何かの誤りであったらしい．

　一一一か年の初め，冬の寒い或る1日，大阪市電氣局の小晶技師が突然として

花山天文墓を訪問せられ，それからはトン1・ン拍子に，大阪のプラネタリウ

ム計i護が具艦化したのであって，顧れば，自分も，10年來の宿望が今遽：に叶

ったわけで，喜びに堪えない．

　　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　ツァイス式のプラネタリウムは，現在，全世界に24ケ所あるドー其の

第24番目が大阪のものである．今年末までには佛國パリ市に作られ，來年あ

たりには東京市に第26番目が作られる氣蓮にある．

　ドィ　ッ國　（11ヶ所）　イェナ，ミュンヘン，ベルリン，ライプチヒ，ハン

　　　　　　　　　　　　ノゾ1，ハンブルグ，ジュセルドルフ，バルメン，

　　　　　　　　　　　　フランクフルト（マイン河畔），ニュルンベルグ，マ

　　　　　　　　　　　　ンハイム．

　｝奥　　　　國　（1ケ所）　こギ1ン．

　伊太利國（2ケ所）　ロ1マ，ミラノ．

　オランダ國　（1ケ所）　ハ1グ．

　ベルギ1國（1ケ所）　ブリュセル，
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大阪．
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　自分は，この大阪のプラネタリウムが，我が邦の人々を遽近より惹きつけ，

天文文化の普及を促し，新しく正しき人世観や，宇宙観を教へて，世の思想

を善導し，邦家の文化皮上に大きい貢獣をするやう，望む次第である。

・一一茶ﾕに @　　　：；ミ㌧■S　：；二」二：：r：二tnPt一

陣山第8蘭避寒
1月28日14時より，猛雨天女憂圖書室に：騰て

　出席者　稻葉，柴田，公丈，小山，荒木（九），高倉，宮本，荒木（健），高城．

　講演宮本正太郎践　1936年6月19日北海道枝幸に於て10米コロナグラフ

により撮：影された皆既食並に部分食乾板測定結果について．

　すべてセクシヨンペ1パ1を用ひ，乾板上のオリエンテ1シヨンを愼重に

定め，形歌明瞭な一画煩の位置を規準として，プ・ミネンス及びコ・ナの流

線の基部に於ける位置角を求め，これを太陽の中心による値に改め，4枚の

皆既食乾板上に見得る限りのものをスケッチし，その測定顯の絡歎は1⑪8個

に達した．太陽及び月の見かけの孚径の比は乾板上の値と暦より求めた値と

よく一致し，プロミネンスの高さも少くとも3⑪’程度の信用がある．コnナ

流線の基部の位置については静岡縣の清水氏の日食前後の太陽直接爲眞原板

を拝借し得て，大V・に便宜を與へられた．コロナ流線の基部における幅に大

小2種あb，これがフPキユリ粒子との關係が詔められ，第1の乾板に見える

複雑な色球の組成とコロナ流線の幅との關係は1929年の日食籍眞にも認めら

れて興味深い．

　部分食鳥眞から二次式によって導かれた接燭時刻は渡邊講師の計算された

値とよく一致する．その結果は

　　　　　　　　　　1　if　ff　ff　　　　　　　　　hms　hms　hms　hms　　　乏則　　定　　　　　147　14　　　　　15　1841　　　　　152037　　　　　16　2520

　　　言十　　算　　　　　14　7　　8．7　　　　15　18　40．9　　　　15　20　38．3　　　　16　25　ユ9．8

となり，皆跣の時間は1分57秒となる・（當番淡翠山人記）


